
農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
九
年
農
林
水
産
省

経
済
産
業
省
令
第
一
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
課
税
の
特
例
に
関
す
る
報
告
事
項
）

（
課
税
の
特
例
に
関
す
る
報
告
事
項
）

第
二
十
二
条

課
税
の
特
例
を
受
け
た
認
定
事
業
再

編
事
業
者
は
、
第
十
八
条
第
一
項
の
報
告
に
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
課
税
の
特
例
の
区
分
に
応
じ
、

認
定
事
業
再
編
計
画
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
そ
れ
ぞ

れ
当
該
各
号
の
事
項
に
つ
い
て
記
載
し
た
書
類
を

添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
二
条

課
税
の
特
例
を
受
け
た
認
定
事
業
再

編
事
業
者
は
、
第
十
八
条
第
一
項
の
報
告
に
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
課
税
の
特
例
の
区
分
に
応
じ
、

認
定
事
業
再
編
計
画
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
そ
れ
ぞ

れ
当
該
各
号
の
事
項
に
つ
い
て
記
載
し
た
書
類
を

添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

租
税
特
別
措
置
法
第
十
三
条
又
は
第
四
十
六

条
に
規
定
す
る
課
税
の
特
例

当
該
事
業
再
編

促
進
設
備
等
を
事
業
の
用
に
供
し
た
日
以
後
五

年
以
内
の
日
を
含
む
各
事
業
年
度
の
割
増
償
却

額

二

租
税
特
別
措
置
法
第
十
三
条
の
二
、
第
四
十

六
条
の
二
又
は
第
六
十
八
条
の
三
十
三
に
規
定

す
る
課
税
の
特
例

当
該
事
業
再
編
促
進
設
備

等
を
事
業
の
用
に
供
し
た
日
以
後
五
年
以
内
の

日
を
含
む
各
事
業
年
度
の
割
増
償
却
額

２

（
略
）

２

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
〇
財

務

省

農
林
水
産
省

経
済
産
業
省
令
第
一
号

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
八
号
）
の
一
部
及
び
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
四
月
一
日

財
務
大
臣

鈴
木

俊
一

農
林
水
産
大
臣

金
子
原
二
郎

経
済
産
業
大
臣

萩
生
田
光
一

様
式
第
三
十
中「

第
13条
の
２
、
第
46条
の
２
又
は
第
68条
の
33」

を「
第
13条
又
は
第
46条
」

に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
八
号
）
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
租

税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
六
十
八
条
の
三
十
三
に
規
定
す
る
課
税
の
特
例（
以
下「
課

税
の
特
例
」
と
い
う
。）を
受
け
た
認
定
事
業
再
編
事
業
者
の
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
農
業
競
争
力
強
化
支
援
法

施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。）第
十
八
条
第
一
項
の
報
告
並
び
に
認
定
事
業
再
編
計
画
の
実
施
期
間
の
終

了
の
日
以
降
引
き
続
き
課
税
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
お
け
る
旧
規
則
第
二
十
二
条
第
二
項
の
報
告
及
び
旧

規
則
の
様
式
第
三
十
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
規
則
の
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、当
分
の
間
、こ
れ
を
取
り
繕
っ

て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
文
部
科
学
省
令
第
十
八
号

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
九
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
認

定
審
査
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
四
月
一
日

文
部
科
学
大
臣

末
松

信
介

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
審
査
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

学
校
教
育
法
（
第
三
条
及
び
第
五
条
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。）第
九
十
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
に
入
学
し
た
者
が
、
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力

が
あ
る
か
ど
う
か
の
認
定
の
た
め
の
審
査
（
以
下
「
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
審
査
」
と
い
う
。）を
行
う
場
合
は
、

こ
の
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
審
査
の
施
行
）

第
二
条

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
審
査
は
、
毎
年
少
な
く
と
も
一
回
、
文
部
科
学
大
臣
が
行
う
。

２

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
審
査
の
施
行
期
日
及
び
出
願
の
期
限
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ

の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
示
す
る
。

（
出
願
資
格
）

第
三
条

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
法
第
九
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
大
学

に
入
学
し
た
者
（
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
三
年
文
部
科
学
省
令
第
八
十
号
）
に

よ
る
改
正
前
の
学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
六
十
九
条
第
五
号
の
規
定
に
よ

り
大
学
に
入
学
し
た
者
を
含
む
。）と
す
る
。

（
審
査
の
方
法
）

第
四
条

第
一
条
に
規
定
す
る
認
定
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
高
等
学
校
等
（
高
等
学
校

及
び
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
百
五
十
四
条
各
号
に
掲
げ
る
者
が
在
学
し
た
学
校
等
を
い
う
。
次
条
第
一
項
第
四
号

に
お
い
て
同
じ
。）及
び
大
学
に
お
け
る
学
修
の
成
果
そ
の
他
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
を
審
査
し
て
行
う
。

（
出
願
手
続
）

第
五
条

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
出
願
書
類
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え

て
、
文
部
科
学
大
臣
に
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

履
歴
書
一
通

二

戸
籍
抄
本
又
は
住
民
票
の
写
し
一
通
（
い
ず
れ
も
出
願
前
六
月
以
内
に
交
付
を
受
け
た
も
の
）

三

大
学
が
発
行
す
る
法
第
九
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
大
学
に
入
学
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面

四

高
等
学
校
等
が
発
行
す
る
成
績
証
明
書
そ
の
他
の
学
修
の
成
果
を
証
す
る
書
面

五

大
学
が
発
行
す
る
成
績
証
明
書
そ
の
他
の
学
修
の
成
果
を
証
す
る
書
面

２

前
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
は
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
文
部
科
学
大
臣
が
特
に
認
め

た
場
合
に
お
い
て
は
、
他
の
証
明
書
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
認
定
審
査
合
格
者
）

第
六
条

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
審
査
に
合
格
し
た
者
を
認
定
審
査
合
格
者
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
者
が
十
八
歳

に
達
し
て
い
な
い
と
き
は
、
そ
の
者
は
、十
八
歳
に
達
し
た
日
の
翌
日
か
ら
認
定
審
査
合
格
者
と
な
る
も
の
と
す
る
。

（
合
格
証
書
の
授
与
等
）

第
七
条

認
定
審
査
合
格
者
（
十
八
歳
に
達
し
て
い
な
い
者
を
含
む
。第
九
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
対
し
て
は
、

合
格
証
書
を
授
与
す
る
。

２

合
格
証
書
を
有
す
る
者
が
そ
の
氏
名
若
し
く
は
本
籍
を
変
更
し
、
又
は
合
格
証
書
を
破
損
し
、
若
し
く
は
紛
失
し

た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
事
由
を
付
し
て
願
い
出
た
と
き
は
、
合
格
証
書
を
書
き
換
え
又
は
再
交
付
す
る
。

（
合
格
証
明
書
の
交
付
）

第
八
条

認
定
審
査
合
格
者
が
そ
の
合
格
の
証
明
を
願
い
出
た
と
き
は
、
合
格
証
明
書
を
交
付
す
る
。

（
不
正
の
行
為
を
行
っ
た
者
に
対
す
る
処
分
）

第
九
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
審
査
に
関
し
て
不
正
の
行
為
を
行
っ
た
者
に
対
し
て
、
そ
の

合
格
を
無
効
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
合
格
を
無
効
に
す
る
と
き
は
、
文
部
科
学
大
臣
は
、
そ
の
旨
を
直
ち
に
そ
の
者
に
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
た
認
定
審
査
合
格
者
は
、
直
ち
に
合
格
証
書
及
び
合
格
証
明
書
を
返
納
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。


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